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まえがき 

本寄書はＳＭＳ－１５－ＮＴＴＥ－１４に対する弊社意見である。 

 

弊社意見 

ＮＴＴ東日本殿より提示された実データは、直流抵抗８１０を超えるＩＳＤＮ回線が（例

外的に）存在する場合のあることを示したものと理解している。 

従って、ＮＴＴ東日本殿に直流抵抗に対するＩＳＤＮ回線数の分布データの提示を要望

する。 

また、弊社の問題提起を正確に表現するため、課題表の記述を下記のように修正するこ

とを求める。 

 

なお、本課題はＩＳＤＮが与干渉源から削除されれば、課題とする必要が失われるので、

Ｃ．４．４の結論を待って議論することを提案する。 

 

 

課題表修正（案） 

C.4.4.1 オー
プン 

直流抵抗８１０オームを超える回線区間（０．４ｍｍ

ケーブルの場合は換算線路長２．７ｋｍ超）において

はＩＳＤＮをカッド内与干渉源としない。 

 

 


